
○鳥取県有種雄牛‘福美之姫’ 

 

                                                     

１ ‘福美之姫’の造成 

畜産試験場では優秀な種雄牛の造成を期待する農

家希望に応え、鳥取県和牛改良方針に基づき、県内

和牛の改良を促進するために独自性の高い種雄牛造

成に取り組んでいる。 

その種雄候補牛の遺伝的産肉能力を判定する現場

後代検定を 2003 年から実施し、これまで 31 頭が種

雄牛として選抜されてきた。2025 年 10 月に新たに

‘福美之姫’が好成績で選抜されたので紹介する。 

 

 

 

（２）‘福美之姫’の要約 

‘福美之姫’は、本県種雄牛‘白鵬８５の３’

の母‘みどり’の流れを持ち、県内外での知名

度が高い但馬系雌牛‘みどりのこ１’に‘福之

姫’を交配した令和元年１２月生まれの種雄牛

である。 

１７頭で実施した産子の肥育試験では、枝肉

重量５１７．６ｋｇ、BMS ナンバー１０．９、

またオレイン酸５５．３％と３項目で現場後代

検定県歴代２位相当の成績を記録した。 

また、オレイン酸だけでなく、霜降りのきめ

の細かさの目安となる評価値（ＲＦＶ）も高く、

雌牛でも枝肉重量が取れ、肉質・肉量の両方を

兼ね備えた種雄牛である。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「平均」「1/4」「1/10」「1/100」はそれぞれ県内供用中雌牛の 

「平均」「上位 1/4」「上位 1/10」「上位 1/100」の育種価を示す 

県内供用中雌牛との育種価比較 

※RFV：粗脂肪含量相対値。同じ BMSナンバーでの粗脂肪含量

の多寡を示す。数値が小さいほど霜降りが細かいなど小

ざし評価の目安としている。 



２ 試験成果の概要 

１７頭で実施した調査牛全体の平均枝肉重量は５１７．６ｋｇ、ＢＭＳは１０．９、オレイン酸は５５．

３％と、それぞれ現場後代検定県歴代２位相当の成績を記録し、枝肉重量、ＢＭＳにおいては全国平均を

大きく上回った（全国平均※：枝肉重量４９２．６ｋｇ、ＢＭＳ８．９）。 一般的に雌の枝肉重量は去

勢より小さいものの、本牛の雌産子は枝肉重量５００ｋｇを超える肉量のとれるものが多かった。また

「鳥取和牛オレイン５５」のブランド認定基準であるオレイン酸５５％以上が１７頭中１０頭（５８．

８％）と多く、肉質の評価値も高い結果であった。 

※枝肉成績とりまとめ概要（令和６年度）より引用（オレイン酸の記録なし） 

 

【現場後代検定成績】 

 
 

注）単位は枝肉重量：kg ロース芯面積：cm2 バラ･皮下：cm 歩留・オレイン酸：％  

グリコーゲン (水分補正値) 

 

３ 普及の対象及び注意事項 

  本牛は様々な血統の繁殖雌牛に交配しやすく、鳥取和牛の肉質・肉量の改良に大いに期待できる。 

  本牛は令和４年９月に関節炎を発症し廃用となったため、保管されている凍結精液からの供給となる。 
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